
コロナ・いじめ・思いやり 
教頭 佐藤 康二 

 ついに学校全面登校となりました。児童生徒がいてこそのアブダビ日本

人学校です。校内で元気なあいさつが交わされ、笑顔の対面授業ができる

日常が戻りつつあります。 

  しかし、新型コロナウイルス感染拡大が続いている状況は変わらず、み

なさんは、いつもとちがう生活を強いられる中で、いろいろな不安やスト

レスなどを感じている事でしょう。校長先生が度々話される内容と重なり

ますが、今一度、コロナ禍のいじめ防止についてお話します。 

みなさんは、日ごろ、コロナ感染予防のため、不要不急の外出、ソーシ

ャルディスタンス、手洗いうがい、マスクの着用を守ってきました。でも、感染者数は増加して、絶

対に防ぐことができるとは言い切れません。今後も私たち日本人学校の誰もが感染しないという保

証はないのです。世界中がコロナ禍にあって、コロナに感染してしまった人やその家族などが、ま

わりの人からの思いやりのない言葉や行動によって、つらい思いをすることがあると言われていま

す。また、感染の恐れがある中、みんなの命や健康な生活を守るために、仕事をしてくれている人た

ちへの差別や偏見が社会問題となっています。誰でも病気になることはあります。コロナウイルス

は人に悪いウイルスですが、感染した人が悪い人ではありません。新型コロナウイルスに感染して

しまった人を責めるのは間違いです。 そこで、みなさんに以下の約束をお願いします。 

  まわりの人を思いやる気持ちや言葉で接します。 

人がつらい思いをすることを言ったり、したりしません。 

本当かどうかわからない情報やうわさを広めません。 

もし、感染しても誰も責めません。 

困ったときや、困っている人に気づいたときは、まわりの人                       

                                                    に相談します。 

未だ終わりが見えない新型コロナウイルス禍。人々の不安・ストレスが高まる時ほど、いじめや

意地悪が噴出します。児童生徒の問題だけではなく、保護者教職員も自分自身を見直すべき問題と

して、ご家庭や身近なコミュニティ内でも話題にしていただければ幸いです。今までもこれから

も、一人ひとりがやさしい気持ちで相手を思いやり、みんなで力を合わせて Withコロナ時代の困

難や課題を克服しましょう。 

私(教頭)のストレスは、コロナ禍のオンライン授業です。 

自慢げに導入した電子黒板等ＩＣＴ機器なのに自分がうまく使いこなせない苛立ちです。しかし

どの先生も（授業中は児童生徒までも？）やさしく操作方法を教えてくれます。やさしい気持ちと

思いやりのある学校なのです。アブダビ日本人学校は、いじめもコロナいじめも絶対おこさない事

をみなさんで約束、実践していきましょう。 
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          根本 優子 先生（NPO） 

 エミラティ児童生徒の支援担当として３年間勤務 
いたしました。エミラティの支援をしながら、授 
業や行事等で日本人児童生徒と関わることもでき 
ました。元気いっぱいのエミラティと、それを笑 
いながら温かく応援してくれる日本人の絶妙な関係性が、
この学校の素晴らしさの一つだと感じています。保護者の
皆様、教職員の皆様には大変お世話になりました。今後も
アブダビ日本人学校の子どもたちがより一層広い視野を持
ち、世界に羽ばたいていくことを願っています。  

              玉井 葉子 先生 
私の好きな漢字はたくさんありますが、その中 

でも「一」が好きです。一年生の教科書に最初に 
出てくる漢字です。一年生の「一」、一番はじめ 
の「一」 アブダビ日本人学校では４年間、一年 
生の担任でした。最初に一緒に勉強をした子ども 
たちは、４年生になりました。小学校に入学してからの１年間
を、一緒に過ごせたことを幸せに感じています。全校の皆さん
とは、音楽を通して一緒に学習することができました。全校で
創り上げた、夏祭りや夏フェスの合奏。全校で心を一つにして
演奏した「UAE 国歌」や「校歌」。翔鷹祭の合唱や合奏。どれ
も心に残っています。保護者の皆様や日本人学校に携わってく
ださった皆様に心から感謝しております。 
素敵な４年間を、ありがとうございました。 

 

           久須美 克典 先生 
      楽しい思い出のつまったアブダビを離れる時が来 
          てしまいました。多くのよき出会いがあり、よき仲
間        に支えられた４年間でした。アブダビ日本人学校は 
          小学生から中学生まで仲良く、和気あいあいとした 
          雰囲気が代々受け継がれています。素直に、元気に 
          学校生活を送っている子どもたちと共に過ごした時 
間は、とても幸せでした。これからも笑顔を絶やさずに頑張っ
てください。様々な面でご協力いただいた保護者の皆様、そし
てアブダビ日本人学校に携わる全ての皆様に感謝の気持ちでい
っぱいです。皆様とまたお会いできる日を楽しみに頑張ってい
きます。大変お世話になりました。お元気で。 

 

      兼平 裕子 先生 
       アブダビで過ごした３年間は、本当にあっとい 
      う間でした。小学１年生から中学生まで、日本人 
      も Emirati も関係なく、みんなで１つになってた 
      くさんの行事に取り組んだ日々。そして、コロナ 
      に負けず、今できることをがんばっている子ども
たち。子どもたちの笑顔から元気をもらう毎日をとても幸せに
過ごさせていただきました。ありがとうございます。 
 日々の教育活動と子どもたちの笑顔を支えて下さった保護
者の皆様、日本人学校に携わる全ての皆様に感謝申し上げま
す。 また、いつかどこかでお会いできる日を楽しみにしてい
ます。このアブダビで出会えた奇跡に感謝して…。 
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＊幼稚園の木口屋  貴子  先生

(NPO)も離任・帰国されます。 

大変お世話になりました。あり

がとうございました。 

◎3 月 10 日（水）卒業式は G6,G9 児童生徒と保護者(2 名まで) 
                                   および、教職員参列のもと本校講堂にて実施いたします。 

◎4 月 11 日（日）入学式～1 週間(4 月 15 日まで)は、新派遣教員(担任 4 名)が着任後 10 日間の 

        自宅待機期間と重なるため、オンラインで実施する予定です。 

コロナ禍対応  

卒業式・入学式について 



プノンペン日本人学校との交流会 

２月２日（火）に G７.８がプノン

ペン日本人学校の生徒とオンライ

ンで交流しました。パワーポイント

で、アブダビ日本人学校について、

アブダビの観光地、気候、食べ物、

ラクダレース、カンドゥーラ、イス

ラム教について発表しました。カ

ンボジアについての発表を聞いた

後は、コロナの現状やそれぞれの

国についてざっくばらんに話をし

ました。２時間の交流は、時間が足

りないと感じるほど有意義なもの

となりました。 

  

 

 2/24.25 日にかけて、エミラティ児童生徒による朗読大会が行われました。 

おのおの児童生徒が教科書の中からお気に入りの箇所を選び、気持ちを込めて朗読しました。 

今回の朗読大会は三部門に分かれ、低学年の部は G2 のファティマさん、中学年の部は G5 ナヒヤーンさ

ん、中学生の部では G8 アフマドさんが優勝しました。みなさん素晴らしい発表でした。 

今回入賞できた人もできなかった人も、この経験を日々の日本語の学習に生かしていってほしいです。 
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